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序　　　　　文

本プロジェクトは、1996年 10月から 5年間の協力期間において、スリ・ランカ民主社会主義共

和国における看護教育の拡充を目的として協力が開始されました。

今般、協力開始から 4年半が経ち、プロジェクト活動も終盤を迎え、これまでの活動実績及び

成果達成状況を確認し、プロジェクトの終了時評価を行うとともに、今後にむけた提言及び教訓

を導くことを目的とし、国際協力事業団国際協力専門員　半田祐二朗氏を団長として、2001年 4月

1日から同年 4 月 13 日まで、終了時評価調査団を派遣しました。

本報告書は、この調査結果を取りまとめたものです。ここに、本調査並びに本プロジェクトの

成功にご協力を賜りました関係各位に深甚なる謝意を表します。

平成 13年 6 月

国際協力事業団　　

理事　阿 部 英 樹　



看護学校にて実習中の生徒

看護教員へのインタビュー

ミニッツ協議・サイン

写　真



略語一覧

BES Biomedical Engineering Services 生化学技術サービス機関

CSH Colombo South Hospital コロンボ南（実習）病院

MOH Ministry of Health 保健省

MOHE Ministry of Higher Education and 高等教育情報技術省

Development of Information Technology

NSNSJ National School of Nursing スリジャヤワルダナプラ国立看護学校

Sri Jayawardanapura（SJ）

SJGH Sri Jayawardanapura General Hospital スリジャヤワルダナプラ総合病院

PBS Post Basic School of Nursing 看護卒後教育機関

ICU Intensive Care Unit 集中治療室

CCU Coronary Care Unit 冠動脈疾患集中治療室



地　　図



1．案件の概要

国名：スリ・ランカ民主社会主義共和国 

分野：保健医療 

所轄部署：J ICA医療協力部 

案件名：スリ・ランカ看護教育プロジェクト 

援助形態：プロジェクト方式技術協力 

先方関係機関：国立スリジャヤワルダナプラ看護学校 

1－ 1　協力の背景と概要
スリ・ランカ国では看護婦の絶対数が不足しており（国民 10万人当たり 64人）、保健政策
における重要な課題となっている。
こうした状況の中、スリ・ランカ政府はこれに対する対策と看護婦の質の向上のために、
スリジャヤワルダナプラ総合病院に隣接した敷地に年間 100人の看護婦供給能力を持った看
護学校を建設する内容の無償資金協力、並びに ICU、CCU等の専門看護を対象とした技術協
力をわが国に要請してきた。その後、1995年 8月に実施した事前調査では同看護学校を基礎
教育の向上を目指したモデルケースとして位置づけ、他に 10校ある国立看護学校における教
育の質の向上・高度化を目的とする技術協力プロジェクトとすることで合意した。

1－ 2　協力内容
（1）上位目標

看護サービスが向上する
（2）プロジェクト目標

スリ・ランカの看護学校のモデルが確立され、看護基礎教育が向上する
（3）成　果

1．新看護学校において効果的な看護教育が実施される
2．新看護学校を中心として、すべての国立看護学校の教員の質が向上する
3．新看護学校を中心として、すべての国立看護学校の運営管理が改善される
4．新看護学校を中心として、すべての国立看護学校の看護学生に対する臨床実習指導が
改善される

5．スリ・ランカのすべての国立看護学校及び実習病院において、教育用機材が整備され、
効果的に活用される

（4）投入（評価時点）
日本側：
長期専門家 　7名　　　短期専門家　　19名
研修員受入 　13名　　 機材供与　　1.6億円
ローカルコスト　0.4億円
相手国側：
カウンターパート　8名　施設、土地、ローカルコスト

協力期間 
1996年10月1日

　　～2001年9月30日

日本側協力機関：厚生省、看護研究研修センター、
国立国際医療センター附属看護学校、東邦大学附
属佐倉看護専門学校、兵庫県立看護大学、日本看
護協会、国際看護交流協会 

評価調査結果要約表



2．評価調査団の概要

3．調査結果の概要 

3－ 1　評価結果の要約
（1）効率性
専門家の技術指導により、それまでになかった指導要領やテキストが作成され、全国立看

護学校に配布されたことにより、それまで教員が各自行っていた授業の質的統一・向上を図
るという意識改革の面では役立った。しかし、モデル校以外では必ずしも指導要領などが十
分に活用されていなかった面もある。また、臨床実習の指定病院に専門家を配置し、実習生
のためのトレーニングプログラムを作成し、病院で指導する看護婦を教育したことは、まだ
不十分な面もあるが、臨床実習の質の向上につながっている。モデル校を始めとする看護学
校に供与された機材や書籍は、学校での教育に有効に利用されている。
 
（2）目標達成度

5つの成果のうち、主にモデル校における部分については、おおむね達成された。学生の入
学レベルが上がり、指導要領の開発、教材の作成・配布がなされ、教員向けの研究授業が開
催されるなどして、教員のレベルは向上した。また、定期的な校長会を開催することにより、
12の国立看護学校の学校運営管理能力も向上した。モデル校としての看護学校の整備もなさ
れた。しかし、モデル校以外での臨床実習指導や教材の活用、教員の再教育については、プ
ロジェクト期間内での達成は困難であった。
 
（3）効　果
モデル校においては、質の高い授業を維持するのに必要な最低限の数の看護教員が配置さ

れているとは言い難く、一人一人への負担が増える結果となったにもかかわらず、今まで未
知の世界であった看護研究の分野等に対する教員の学習意欲は非常に高まり、質的向上につ
ながった。しかし、プロジェクトの実施により、モデル校と他の 11の看護学校との間では、
学校設備などのハード面や、教員の意識等の面で大きな差異が生じることとなった。
 
（4）妥当性 
スリ・ランカ保健省では、看護婦の人材不足を認識しており、早急な人材育成が必要であ

るという点では、5年前も評価時も、変わらぬニーズとして存在しており、本プロジェクト
の妥当性はきわめて高いと認められる。 
 

調査者 団長・総括　　半田祐二朗　JICA国際協力専門員

看護教育　　　高橋　美智　日本看護協会出版会　取締役副社長

協力計画　　　定本ゆとり　JICA医療協力部　医療協力第一課

調査期間 2001年 4月 1日～ 4月 13日 評価種類：終了時評価 



（5）自立発展性
モデル校では、テキストの実費を本人負担とさせ、回収した資金を次の教材の印刷代にま

わすことで、テキスト代を最低限にとどめるシステムを導入した。このシステムにより、長
期にわたって、開発したテキストを普及させることが可能となった。また、校長会などは日
本側の支援がなくても開催されるようになった。現地業務費で行っていた中堅技術者養成対
策事業は、5年間でほぼ日本側の負担をゼロ近くにまで減少させ、スリ・ランカ側の予算措置
だけで実施できるようになった。しかし、依然として学校内の教員不足が続いており、教育
の質の向上を維持するためには、保健省が今後、この問題に対して真剣に取り組んでいくこ
とが期待される。

3－ 2　提　言
（1）本プロジェクトへの提言
スリ・ランカにおける看護婦の不足は、教員の絶対的な不足に起因している。教員数を増

加させるための保健省への働きかけに加え、卒後研修機関に対する協力も視野に入れる必要
がある。また、国全体の看護婦不足の問題を捉えた場合、国立のみならず、私立の看護教育
の実態等も情報収集し、総合的に教育の質・量を上げる視点に立つことが必要である。また、
モデル校以外での教材やカリキュラムの普及度が低い点については、その理由について調査
するとともに、更なるモニタリングと普及活動が必要であると思われる。
 

（2）他プロジェクトへの提言
日本の看護学校のスタイルが、そのまま当てはまらない国もあるため、注意が必要である。

特に看護手順などは、その国々に適切な方法があり、どちらが正しいかは一概には言えない
ので、その国に適合した協力ができるよう、十分に配慮すべきである。
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1． 終了時評価調査団の派遣

1 － 1　調査団派遣の経緯と目的

スリ・ランカ国では看護婦の絶対数が不足しており（国民 10万人当たり 64人）、保健政策にお

ける重要な課題となっている。

こうした状況の中、スリ・ランカ政府はこれに対する対策と質の向上のために、スリジャヤワ

ルダナプラ総合病院に隣接した敷地に年間 100 人の看護婦供給能力を持った看護学校を建設する

内容の無償資金協力、並びに ICU、CCU等の専門看護を対象とした技術協力をわが国に要請して

きた。その後、1995年 8月に実施した事前調査では同看護学校を基礎教育の向上を目指したモデ

ルケースとして位置づけ、他に 10校ある国立看護学校における教育の質の向上・高度化を目的と

する技術協力プロジェクトを実施することで合意した。

このような経緯で 1996年に本プロジェクトは開始され、4年半が経過した。本調査は、協力機

関の終了まで半年を残す時期となったことから、これまでのプロジェクトの活動実績について整

理し、評価 5項目の観点から関係者と討議・分析のうえ評価を実施し、目標の達成度を判定し、そ

の結果から、今後の協力のありかたや実施方法の改善に役立つ教訓や提言を導き出すことを目的

として実施された。

1 － 2　調査団の構成

本調査は以下の 3名で構成された。

分　野 氏　名 所　属 

団長・総括 半　田　祐二朗 JICA国際協力専門員

看 護 教 育  高 橋 　 美 智  日本看護協会出版会　取締役副社長

協 力 計 画  定　本　ゆとり JICA医療協力部　医療協力第一課
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1 － 3　調査日程

1 － 4　主要面談者

保健省

1  Mr. Thilak Ranaviraja Secretary, Health

2  Dr. A.M.L. Beligaswatta Director  General, Department of Health

3  Dr. Stanley de Silva Deputy Director General, ETR

4  Ms. Kusum Vithana Director, Nursing Medical Servises

高橋、定本団員コロンボ着　半田団長と合流

JICA事務所　海保所長と面談在スリ・ランカ日本国大使館表敬 （井関事務官）
保健省表敬　次官他
大蔵省表敬　海外援助担当課長　　　 
JICA事務所にて打ち合わせ

スリジャヤワルダナプラ看護学校訪問
プロジェクトと打ち合わせ
スリジャヤワルダナプラ総合病院訪問（院長）
スリジャヤワルダナプラ看護学校教員への評価手法説明、ヒアリング
保健省Dr. Stanley（合同評価者）への評価手法説明、合同作業

カルボイラ病院視察、ヒアリング
Homagama Public Health Center視察、ヒアリング

コロンボ看護学校視察、ヒアリング
PBS（Post Basic School）視察、ヒアリング
スリジャヤワルダナプラ看護学校内視察

プロジェクトオフィスにて打ち合わせ、
クエスチョネアの回答集計等ミニッツ資料作成

NSNSJ教員、Dr.Stanleyとの合同評価会議
プロジェクトオフィスにてミニッツ資料作成
教員作成の教材ビデオ上映会出席（八坂短期専門家指導）

保健省との合同評価打ち合わせ
プロジェクトオフィスにてミニッツ資料作成

WHO　スリ・ランカ代表　Dr. KanTun表敬
ミニッツ協議、サイン
団長主催レセプション（昼）
保健省次官主催レセプション（夜）　大臣出席

JICA事務所報告
在スリ・ランカ日本国大使館報告
帰国

月日 日　　　程 

4/ 1（日）

4/ 2（月）

4/ 3（火）

4/ 4（水）

4/ 5（木）

4/ 6（金）

4/ 9（月）

4/10（火）

4/11（水）

4/12（木） 
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5  Mrs. M.T.  Amarasinghe Director, Nursing Education

6  Mrs. Daya Kumarage Director, Public Health Servises

7  Dr. L.D. DE Lanerolle Director, SJ General Hospital

8  Ms. M. Dayananda Chief Matron, SJ General Hospital

9  Dr. G.W. Gunawardene Medical Superintendent, THCS

10  Ms. N.M.K. Navaratne Chief Matron, CS General Hospital

11  Dr.（MRS）G. Wickramasinge Deputy Director Health Services, Homagama

12  Ms. S.G. Samaranayake Actg. Principal, Post Basic School

13  Ms. C.H. Tissera Actg. Principal,  Colombo Nursing School

14  Ms. S.Siriwardena Nursing Tutor, Colombo Nursing School

15  Ms. Balasuriya Menike Nursing Tutor, Post Basic School

スリジャヤワルダナプラ看護学校　教員

1  Ms. Y. Malliyawadu Principal

2  Ms. C. Yaggahavitage Vice Principal

3  Ms. S. Kalahearachchi Tutor

4  Ms. S. Samarawickrama Tutor

5  Ms. M.W. Ranawaka Tutor

6  Ms. W.M. Aliyaseeli Tutor

7  Ms. R.P. Menike Tutor

世界保健機構（WHO）地域事務所

Dr. Kantun Representative to Sri Lanka

大蔵省 ／ 対外政策課

Ms. Sujatha COORAY Director, Japan Division

在スリ・ランカ日本国大使館

1  Mr. Takahashi Minister

2  Dr. N. Iseki First Secretary

JICAスリ・ランカ事務所

1  Mr. S. Kaiho Resident Representative
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2  Mr. Y. Suzuki Deputy Resident Repesentative

3  Mr. N. Yonebashi Asst. Resident Reoresentative

4  Ms. R. Aoshima Medical Coordinator

看護教育プロジェクト専門家

1  Mrs. M. Sasaki Team Leader

2  Mr. A. Yamamoto coordinator

3  Ms. N. Ono Long expert （Nursing Education）

4  Ms. E. Tsunoda Long expert （Nursing Education）

5  Ms. Y. Yasaka Short expert （Audio Visual）

1 － 5　評価調査の方法

本調査は、JICAで適用しているプロジェクト・サイクル・マネージメント（PCM）手法にのっ

とり、5つの評価カテゴリー;　1）効率性、2）有効性、3）インパクト、4）妥当性、5）自立発展性

の 5項目で評価を行った。その際、1996 年のプロジェクト開始時に策定された PDM（プロジェク

ト・デザイン・マトリックス）に記されている指標および Record of Discussion（討議議事録）を

参照した。また、調査にあたっては、各関連機関には事前配付によるアンケートを実施し、プロ

ジェクトの波及効果を調査した。また、直接の C／ P機関および関連性の深い機関には、このア

ンケートに加えてヒアリングおよび協議を行った。

また、評価レポート作成にあたっては、スリ・ランカ側からは保健省保健局の副局長が合同評

価者として任命されたため、調査団とともに評価レポートの作成にあたった。

評価時点においても、プロジェクトの目指している効果（プロ
ジェクト目標や上位目標）が受益者のニーズに合致しているか、
問題や課題の解決策として適切か、WHOや当該国の政策との整合
性はあるか、プロジェクトの戦略・アプローチは妥当であった
か、公的資金であるODAで実施する必要があるか、日本の援助政
策との整合性があるか、といった「援助プロジェクトの正当性・
必要性」を問う視点。 
 
プロジェクトの実施により本当に受益者もしくは社会への便益
がもたらされているのか（或いはもたらされるのか）を問う視
点。具体的には、「アウトプット」の達成の度合い、およびそれ
が「プロジェクト目標」の達成度にどの程度結びついているかを
検討する。 

1　妥当性
（relevance）

2　有効性
（effectiveness）

評価 5項目 JICA事業評価ガイドラインによる定義
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主にプロジェクトのコストおよび効果の関係に着目し、資源が
有効に活用されているか（或いはされるか）を問う視点。 
 
プロジェクトの実施によりもたらされる、より長期的、間接的
な効果や波及効果を見る視点。この際、予期していなかったプラ
ス・マイナスの効果も検討する。 
 
援助が終了しても、プロジェクトによってもたらされた効果が
持続する見込みはあるかを問う視点。具体的には、制度的側面、
財政的側面、技術的側面から当該効果の自立発展性の見込みを考
察する。 

3　効率性
（efficiency）

4　インパクト
（impact）

5　自立発展性 
（sustainability） 
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2．プロジェクトの実績

2 － 1　目標および成果の達成状況

プロジェクト目標は、「スリ・ランカの看護学校のモデルが確立され、看護基礎教育が向上する」

ことであった。この目標のために、以下の 5つの「成果」が設定された。

a）新看護学校において効果的な看護教育が実施される

b）新看護学校を中心として、すべての国立看護学校の教員の質が向上する

c）新看護学校を中心として、すべての国立看護学校の運営管理が改善される

d）新看護学校を中心として、すべての国立看護学校の看護学生に対する臨床実習指導が改善さ

れる

e）スリ・ランカのすべての国立看護学校及び実習病院において、教育用機材が整備され、効果

的に活用される

これに対し、プロジェクトの主な達成項目は以下の通りである。

a）保健省との協力で、1999年に看護学生のカリキュラムを改定した。理論的かつ実践的な訓練

手法によってそのカリキュラムが再標準化され、全国の看護学校に広まった。

b）看護学校教員との協力により、様々な学校運営手法や指導方法が導入され、SJ看護学校が国

立看護学校のモデル学校として認知された。

c）SJ看護学校の入学資格のレベルがグレードアップした。また、看護教育に関する議論の場と

して、12の看護学校長から構成される校長会が定期的に開催されるようになった。

上述のように、プロジェクトでは、主たるカウンターパート機関である SJ校を中心とする学校

運営改善、新カリキュラムや教材の開発をすすめ、これらについては大きな成果をあげたといえ

る。一方で、成果の 2－ 5に共通する全国規模での看護学校へのインパクトについては、限定さ

れたものとなった。また、看護学校の質の向上をはかるための看護教員増加に対する施策（卒後

教育機関への働きかけや看護婦の動機付けなど）については、プロジェクトのスコープ外であっ

たこともあり、取り組みがなされず、これが全国規模の看護教育の質の向上に歯止めをかける原

因となったともいえる。
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2 － 2　主な活動実績

プロジェクトの主な活動実績は以下の通りである。

全国の看護学校・実習病院への協力 

モデル校と2つの実習病院への協力 

モデル校全体への協力 

モデル校の教育内容・科目等への協力 

保健省の組織制度への協力 

C/Pの人材育成 

看護教員の指導能力が向上する 
実習指導者の指導能力が向上する 
全国の看護学生が同じ開発教材を使用できる 

改訂カリキュラムに基づく全国統一の看護教 
育を実施する 

臨床実習が効率的に実施される 
看護技術の標準化が出来る 

臨床実習が効率的に実施される 

実習指導者の指導能力が向上する 

臨床実習の問題が解決され、実習運営が向上
する 

看護技術者の能力が向上する 

看護教員が教材を制作できるようになる 

施設・機材を用いた効果的な学習が出来る 
学生指導が容易になる 

学生生活が明確に理解出来る 

図書室利用が容易になり、学習効率が上がる 

演習から臨床実習へ効果的に移行できる 

教員への指導を通し、学生の基礎看護学習が
向上する 

教員への指導を通し、学生の成人看護学習が
向上する　　 

モデル校教員の指導力が向上する 

モデル校教員が最新看護知識・技術を習得で
きる 

学校運営における問題の解消を図り、モデル
教育を普及する 

ニーズにあった看護カリキュラム運営を可能
にする 

優秀な学生を確保し、優秀な看護婦に養成で
きる 

指導能力の高い教員が増加する 
学生の臨床実習が充実する 
日本の看護教育を研修した指導者が育成される 

教員への教授法セミナーの開催 
実習指導者への指導能力向上セミナーの開催 
開発教材（ハンドブック・ヴィデオ）の作成 

モデル教育の普及 

実習指導要綱・実習要綱の作成･普及 
看護手順の整備 

実習体制の整備･改善（病棟環境、看護機材、看
護記録・看護基準の作成等） 

実習病院セミナーの開催 

定例実習指導者会議の開催 

院内教育セミナーへの協力 

教材（ハンドブック・ビデオ）作成技術の移転 

無償資金協力による学校施設･機材の有効活用 
学則、諸規程の作成整備 

学生便覧の作成・配布 

図書利用システムの整備（開架式、登録･分類シ
ステム等） 

臨床実習時期の見直し 

基礎看護教育の充実（講義･演習・実習の展開） 

成人看護教育の充実（講義･演習・実習の展開） 

研究授業の開催 
抄読会の開催 

校長会の開催 

カリキュラムの改訂 

看護学校入学資格の引き上げ（OレベルからAレ
ベルへ） 

教員養成（看護学校教員） 
実習指導者養成（実習病院実習担当者・病棟婦長） 
管理者養成（校長、看護教育） 
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2 － 3　投入実績

プロジェクト期間中に派遣された日本側専門家とその活動内容、供与機材、CP研修員とその研

修内容、現地業務費の内訳は以下の通りである。

2－ 3－ 1　長期専門家

2－ 3－ 2　短期専門家

職種

ワークショップ開催

ワークショップ開催

ワークショップ開催

実習指導

PCM手法

氏名

山本　あい子

内 布 　 敦 子

川 口 　 孝 泰

森 　 淑 江

伊 藤 　 毅

看護学生臨床指導者への中堅技術者セミナーの開催

看護学生臨床指導者への中堅技術者セミナーの開催

看護学生臨床指導者への中堅技術者セミナーの開催

モデル看護学校の実習病院（SJGH）整備・改善

プロジェクトPDMの作成

プロジェクト中堅セミナー開催、看護学校情報収集、モデル校
開設準備、中堅セミナー開催校長会開催、看護学校情報収集、
PDM改定、セミナー開催、モデル教育の普及、実習施設との調整

プロジェクト事務所運営、機材調達・納品検収、中堅セミナー
開催、モデル校開校準備、看護学校情報収集、プロジェクト事
務所開設

プロジェクト事務所運営、機材調達・納品検収、モデル校開校
準備、モデル校開校・運営セミナー開催、校長会の開催、学生
便覧・シラバス等印刷・配布

中堅セミナー、実習指導F、講義演習F、モデル校教育計画（F）、
実習病院セミナー、実習指導F、講義演習F、校長会の開催、ハン
ドブック作成準備F、改訂カリキュラム、教育方法セミナー、実習
指導要綱の準備

学則諸規定集の準備、実態把握、カリキュラム改訂準備モデル教
育計画（CH）、校長会の開催、PDM作成、教育方法セミナー、実
態調査、カリキュラム改訂、シラバス作成、指導要綱の準備、実
習指導要綱の準備調整、抄読会、研究授業

ハンドブックの作成、実習セミナー開催、実施要領の作成、実
習指導、抄読会 

実習病院の整備改善、実習病院セミナー、実習運営指導 

佐々木　正子  
チームリーダー 

小林　繁郎 
　業務調整 

山本　昭夫 
　業務調整 

大野　夏代  
　看護教育 
　基礎看護 

樋口　まち子 
　看護教育 
　地域保健 

金城　壽子 
　成人看護 

角田　榮子 
　看護実習 

1996.9.25

－01.9.30

1996.9.25 

－99.3.1

1999.2.18 

－01.9.30

1997.3.17 

－01.9.30

1997.7.4

－00.7.3

2000.4.1

－01.3.31

2000.5.9

－01.5.8

氏名 
職種 

派遣期間 主 な 活 動 内 容  
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2－ 3－ 3　供与機材

品目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　数　　年度　　　備考

Wireless meeting amplifier 2 96 本邦購送

Turner module 2 96 本邦購送

Wireless microphone 2 96 本邦購送

Wireless microphone（pin type） 2 96 本邦購送

Wall clock 4 96 本邦購送

Electric air pot “Hitachi” 2 96 本邦購送

Word processing Type writer “Brother” set 1 96 本邦購送

Digital copy printer set 1 96 本邦購送

Recording first aid doll set 1 96 本邦購送

Blood collection／ intravenous injection simulator 1 96 本邦購送

Skin （Female） 1 96 本邦購送

Skin （male） 1 96 本邦購送

New blood vessel （Red） 1 96 本邦購送

New blood vessel （white） 1 96 本邦購送

看護実習

カリキュラム開発

看護実習

図書管理

教材制作（テキスト編集）

教材制作（ビデオ）

基礎看護実習

教材制作（成人看護）

教材制作（小児看護）

教材制作（母性看護）

内科看護実習指導

外科看護実習指導

教材制作（ビデオ）

成人看護

看護研究 

金 城 　 壽 子

川 田 　 勝 代

岩 本 　 ゆ み

山 本 　 敏 子

渋 谷 　 次 郎

村 上 　 明 祥

益 子 　 明 子

安 酸 　 史 子

川満　多枝子

正 岡 　 経 子

奥 津 　 文 子

前田　三枝子

八 坂 　 由 美

磯 邉 　 厚 子

津波古　澄子

モデル看護学校の実習病院（SJGH）整備（看護基準等の作成）

カリキュラム運営指導

モデル看護学校の実習病院（SJGH）整備（看護基準等の作成）

図書管理の指導

教材開発・作成ハンドブック編集指導（基礎看護）

教材開発・作成ビデオテープ制作指導（基礎看護）

モデル看護学校の実習病院（SJGH）整備（看護基準等の作成）

教材開発・作成ハンドブック編集指導（成人看護）

教材開発・作成ハンドブック編集指導（母子婦人看護）

教材開発・作成ハンドブック編集指導（母子婦人看護）

モデル看護学校の実習病院の整備（内科看護基準等の作成）

モデル看護学校の実習病院の整備（内科基準の作成） 

教材開発・作成ビデオテープ制作指導（成人看護）

成人看護分野まとめ

看護研究会開催
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Nurse training doll 1 96 本邦購送

Spygmimanometer 5 96 本邦購送

Stethoscope 5 96 本邦購送

Microscope 2 96 本邦購送

Boiling Sterilizer 2 96 本邦購送

Cast sterilizer （Large） 2 96 本邦購送

Cast sterilizer （Medium） 2 96 本邦購送

Cast sterilizer （small） 2 96 本邦購送

Stand fan 2 96 本邦購送

Drums （Large） 2 96 本邦購送

Drums （Middle） 2 96 本邦購送

Drums （Small） 2 96 本邦購送

Slide projector 1 97 本邦購送

Optional projection lens 1 97 本邦購送

Projection screen 1 97 本邦購送

Computer （dell）& Laser printer （HP） 1 97 本邦購送

Beds 1 97 本邦購送

Bed side table 1 97 本邦購送

Bed side cabinet 1 97 本邦購送

Accordion screen 1 97 本邦購送

Utility cart 1 97 本邦購送

Folding table 1 97 本邦購送

Medical cart 1 97 本邦購送

Stethoscope 2 97 本邦購送

Anatomical chart for human body 1 97 本邦購送

Video cassettes on nursing 14 97 本邦購送

Case for anatomical chart 1 97 本邦購送

MINI BUS 5 98 現地調達

BOOKS 128 98 現地調達

DAY CARE SET 10 98 現地調達

CUPBOARD FOR NURSING 12 98 現地調達

MATERIAL 10 98 現地調達

RACK FOR A／ V MATERIAL 1 98 現地調達
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STRETCHER 1 98 本邦購送

WHEEL CHAIR 1 98 本邦購送

KELLY PAD 10 98 本邦購送

AUDIO CASSETTE 2 98 現地調達

SET OF BOOKSHELVES 1 98 現地調達

FACSIMILE MACHINE 1 98 現地調達

WASHING MACHINE 1 98 現地調達

REFRIGERATOR 1 98 現地調達

BOOKS 2232 99 現地調達

DAY CARE SET 1 99 現地調達

WASHING MACHINES 19 99 現地調達

MODEL（導尿モデル） 2 99 本邦購送

Maggie board 26 2000 現地調達

Overhead projector（OHP）w／ screen 70× 70 11 2000 現地調達

Hospital　bed　set 27 2000 現地調達

Nursing books（21× 12－ schools） 24 2000 現地調達

Specimen ／ Human tissue（64set） 1 2000 本邦購送

Specimen ／ Pathogenic Bacteria（30set） 1 2000 本邦購送

Specimen ／ Pathogenic tissue（10set） 1 2000 本邦購送

Training arm-muscle infusion 1 2000 本邦購送

Training arm-Suturing infusion 1 2000 本邦購送

Baby boy　& girl models （paed.model） 1 2000 本邦購送

Cardio-Pulmolnary Resuscitaion doll 1 2000 本邦購送

Maternity Simulation Jacket 1 2000 本邦購送

合計（最終年度分を含めた終了時評価時の見込み額）　　　　　　　　　　158,808千円

2－ 3－ 4　カウンターパート研修員

研修コース 

看護行政 

 
看護教育 

運営管理 

看護教育 

看護教育

氏　　名

Ms. N.C. De Costa

Ms. M.W. Ranawaka

Dr. D.L. De Lanerolle

Ms. S. Karahearachi

Ms K M G Menike

研修期間

1997.3.4. － 3.29

1997.3.25. － 6.18

1997.10.14 － 10.26

1998.3.24 － 6.9

H 10 5 12 7 22

現　在 

看護教育課長/退職 
（1999.11.27）

看護教員

実習病院長

看護教員

看護教員
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2－ 3－ 5　現地業務費実績

看護

看護教育 

看護教育 

看護教育 

学校運営 
管理 

看護行政 

 

看護教育 

看護教育 

看護教育 

Ms. K.M.G. Menike

Ms. C. Yakgahawitage

Ms. S. Samarawickrama

Ms. Y. Malliyawadu

Dr. S.A.P. Gnanissara

Ms. W.M. Aliyaseeli

Ms. S. Siriwardena

Ms. B. Mudiyanselage

1998.5.12 － 7.22

1998.5.12 － 7.22

1998.9.29 －11.3

1999.9.21 － 11.5

1999.11.23 － 12.18

2000.4.20 － 7.16

2000.10.17 － 12.21

2000.10.17 － 12.21

看護教員

看護教員

看護教員

看護教員

新看護学校長
 

保健副局長/退職 
（2000.7.11）

看護教員

看護教員

看護教員

平成８年度

平成９年度

平成 10年度

平成 11年度

平成 12年度

平成 13年度

プロジェクト

終了時見込み

3,000,000

5,060,000

5,476,000

5,394,000

4,920,000

2,087,000

25,937,000

0

3,380,000

1,200,000

836,000

90,000

28,000

5,534,000

　

0

0

435,000

0

0

435,000

　

0

0

0

0

921,000

921,000

3,000,000

8,440,000

6,676,000

6,665,000

5,010,000

3,036,000

32,827,000

費目 

年度 （円） （円） （円） （円） （円） 

一般現地 
活 動 費  

中堅技術者 
啓蒙普及 
活 動 費  

技術交換費 合計 
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3．評価結果

活動実績をもとに、以下のとおり評価 5項目に従って評価を行った。

3 － 1　効率性

プロジェクトの投入と成果を比較し、全体的に効率性は高かった。しかし、一部の投入に関して

は有効に機能していない部分もあり、今後の課題となりうる。

プロジェクトによって供与された機材の使用状況については、全供与先（看護学校）へのアン

ケート結果により、有効に利用されていることが判明した。特にミニバスについては、看護学校

と実習病院との学生の往復に毎日利用され、非常に役立っている。また、教育教材・機材も、授

業で使用されており、メンテナンス状況も良好であった。書籍については、図書館管理者が書籍

の紛失を恐れるあまり、図書館利用時間を限定的なものにしていることが判明したが、限定的な

時間の中での生徒の活用頻度は非常に高く、利用時間の制限を緩和することを提言した。

各分野の専門家の技術指導は適切になされた。特に短期専門家は、どの分野の専門家も短期間

ながら非常に効率的に指導を行い、看護学校教員からの厚い信頼を受けていた。中でも教材開発

の専門家、看護研究の専門家などは、教員の自己啓発意欲、モチベーションの向上に大きな貢献

をしていたことがインタビューから判明した。また、臨床実習の指定病院に専門家を配置し、実

習生のためのトレーニングプログラムを作成し、病院で指導する看護婦を教育したことは、まだ

不十分な面もあるものの、臨床実習の質の向上につながっている。

CP研修員については、研修後に定年退職した 2名を除き、全ての研修生が元の職場に戻って研

修で学んだことを実践していた。SJ看護学校の教員は、ほぼ全員日本にくることが出来たため、学

校全体の意識向上につながった。

プロジェクトで実施した指導要領や教材の開発・作成・配付については、全国立看護学校に配

付されたことにより、教員が各自行っていた授業の質的統一・向上を図るという意識改革の面で

は大いに役立った。しかし、モデル校以外では必ずしも指導要領などが十分に活用されきってい

なかった。

3 － 2　目標達成度

5つの成果のうち、モデル校における部分については、ほぼ達成された。一方で、全国規模での

成果という観点からは必ずしも達成できていない部分も残る。

学生の入学レベルが上がり、指導要領が開発され、教材が作成・配付され、教員向けの研究授

業が開催されるなどして、教員のレベルは向上した。また、定期的な校長会を開催することによ

り、12の国立看護学校の学校運営管理能力も向上した。SJ看護学校については、モデル校として
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の看護学校の整備がなされ、ソフト・ハードの両面から、その機能は格段に向上した。他方、モ

デル校以外での臨床実習指導や教材の活用、教員の再教育については、特に専門家が直接指導を

行えなかった地域については、プロジェクト期間内での達成は困難であったといえる。

3 － 3　インパクト

モデル校においては、無償資金協力と技術協力の連携により、学校への期待が高まったことか

ら、当初予定を大幅に超える看護学生の入学があった。この数は、質の高い授業を維持するのに

必要な最低限の看護教員の数が配置されているとは言い難く、一人一人の教員への負担が増える

結果となった。

一方で、このような状況にもかかわらず、今まで未知の世界であった看護研究の分野等に対す

る教員の学習意欲は飛躍的に高まり、プロジェクトが目指していたレベル以上の質的向上につな

がった。

しかし、プロジェクトの実施により、モデル校と他の 11 の看護学校との間では、学校設備など

のハード面や、教員の意識等の面で大きな差異が生じることとなった。

3 － 4　妥当性

スリ・ランカ保健省では、看護婦の人材不足を認識しており、早急な人材育成が必要であると

いう点では、5年前も評価時も、変わらぬニーズとして存在しており、本プロジェクトの妥当性は

きわめて高いと認められる。

モデル校を中心としてスリ・ランカの看護教育の質の向上を図るといったアプローチについて

は、看護基準や教材開発を行う中核地として、また、校長会の自立的な運営を促すための拠点と

して有効であったが、モデル校とそれ以外の学校の差が大きく開いたことにより、全国規模での

普及という点ではさらに適切なアプローチもあったと思われる。

3 － 5　自立発展性

モデル校では、テキストの実費を本人負担とさせ、回収した資金を次の教材の印刷代にまわす

ことで、テキスト代を最低限にとどめるシステムを導入した。このシステムにより、長期にわたっ

て、開発したテキストを普及させることが可能となった。また、校長会は、日本側の支援がなく

ても自主的に開催されるようになった。現地業務費で行っていた中堅技術者養成対策事業は、5年

間でほぼ日本側の負担をゼロ近くにまで減少させ、スリ・ランカ側の予算措置だけで実施できる

ようになった。しかし、依然として学校内の教員不足が続いており、教育の質の向上を維持する

ためには、保健省が今後、この問題に対して真剣に取り組んでいくことが期待される。
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4．総　括

4 － 1　総　括

看護教育プロジェクトの目標と期待される成果は、スリ・ランカの看護学校のモデルの確立と

看護基礎教育の向上であり、モデル学校の構築という点では、おおむね完成したといえる。また

期待されている看護基礎教育の向上についても、モデル学校およびモデル学校の実習病院から他

の看護学校並びにその実習病院へと影響を及ぼしつつある。したがって、プロジェクトとしては

当初予定通りの期間をもって終了することが望ましいが、看護基礎教育の向上と発展に関しては、

芽生えつつあるこの気運を今後衰退させることのないよう見守り、時々に適切な刺激を与え、自

国の看護教員が自立して看護基礎教育の水準を常に高めていく努力を重ねていけるよう、プロジェ

クト終了時までにサポートシステムを構築して支援することが必要であると考える。

サポートシステムの構築に関しては、スリ・ランカの保健医療看護ニーズを踏まえた長期展望

のもとに、関係者間での十分な論議も必要と考えるが、まずは最終評価の時点で明らかになった

ものの、自力では達成することが困難と思われる「看護基礎教育（臨床実習を踏まえ）のレベルの

向上」「看護婦卒後教育の充実および質向上」「臨床看護体制の変革および質向上」「臨床看護と地

域看護の連携」等の課題の実態から、分析・抽出されている問題を改善するための方策について、

強力なコンサルテーションを行うことが必要であると考えられる。

4 － 2　提言と教訓

4－ 2－ 1　提言

スリ・ランカにおける看護婦の不足は、教員の絶対的な不足に起因している。看護婦の増加

のためには、まず教員数を増加させるための保健省への働きかけに加え、卒後研修機関に対す

る協力も視野に入れる必要がある。また、国全体の看護婦不足の問題を捉えた場合、国立のみ

ならず、私立の看護教育の実態等も情報収集し、総合的に教育の質・量を上げる視点に立つこ

とが必要である。また、モデル校以外での教材やカリキュラムの普及度が低い点については、そ

の理由について調査するとともに、更なるモニタリングと普及活動が必要であると思われる。具

体的には、以下のような取り組みをプロジェクトの終了期間までに始めるべきである。

（1）保健省の政策に関する提言

・看護婦を、単なる医師のアシスタントとしてではなく、スリ・ランカ国民の健康をボトム

アップするための供給者として位置付け、その人材開発を再優先課題とする。

・病院での看護婦の仕事分担を分析し、現行の看護婦の過酷な労働環境を見なおす。

・看護学校の予算を見なおし、病院とは切り離して独自に管理、運営できるようにする。
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・保健省内に、国立病院の看護を最優先課題とする責任者のポストを配置する。

・地域における公共医療サービスの役割分担を見なおし、その機能を強化することにより、

病院の負担を減少させる。

・保健分野における人材開発のための予算を増加するとともに、看護婦教育（看護学校指導

者養成教育を含む）を最優先事項として取り上げる。

（2）看護婦の能力開発・活性化に関する提言

・外国の専門家との協力を推進することにより、看護婦および看護教育の質の向上を図る。

・看護協会を発展させ、看護に関するあらゆる課題に独自に取り組むような組織作りを推進

する。

・卒後教育機関の機能を強化し、看護学校教員の質・量ともにアップさせる。

・看護学校校長会を持続・発展させる。

・私立病院の看護に関する情報収集を行う。

（3）モデル校としての SJ看護学校の運営に関する提言

・看護教育における実習病院であるスリジャヤワルダナプラ総合病院、カルボイラ病院、ホ

マガマ地域医療センターとの連携を、校長のリーダーシップのもとに継続させる。

・理論的、実践的な教育手法の最先端であり続けるべく、モデル校としての機能を強化する。

・新しい教育手法が全学校に普及するよう、モデル校とその他の 11 校の教員の交流プログ

ラムを策定する。

（4）看護学校の管理運営に関する提言

・校長および副校長の、学校管理運営に関する権限と機能を強化する。

4－ 2－ 2　教　訓

無償資金協力と技術協力の連携で事業を実施する際、先方政府と、施設の設計や学校運営の

方針を決めるにあたって齟齬が生じないよう、留意する必要がある。本プロジェクトでは、看

護学校の宿舎のキャパシティーを超えた看護学生の入学があり、学校運営上支障が生じたが、SJ

看護学校の期待値が上がり、スリ・ランカ側の強い要望もあったため、容量を超える学生を受

け入れる結果となった。そのため、SJ看護学校の教員には大きな負荷がかかる結果となった。

日本の看護学校のスタイルが、そのまま当てはまらない国もあるため、専門家がその技術を

普及する際には注意が必要である。特に看護手順などは、文化的な背景や、その国々に適切な

方法があり、どちらが正しいかは一概には言えない側面が強い。よって、専門家はその国に適
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合した協力ができるよう、十分に配慮すべきである。

4 － 3　今後の協力のあり方

看護学校の実習病院であったカルボイラ病院には、実習病院としての機能を果たすべく専門家

が派遣されているが、この機能を更に高めるべく、プロジェクト終了後も引き続き専門家を派遣

し、同病院における看護実習の質の向上をはかると同時に、保健省に対する予算措置の働きかけ

や、卒後教育機関との連携を推進する。



付　属　資　料

1．プロジェクト・デザイン・マトリックス

2．ミニッツ

3．合同評価報告書
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